●　諏訪湖のスポーツ
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■スケート

諏訪地域のスケートの起源は、旧制札幌中学校から旧制諏訪中学校に転校してきた田中稲実・克積兄弟が明治３６年２月、諏訪湖上で滑ったことから始まり、明治３７年に、同校に赴任した体育教師山本嘉一が授業にスケートを取り入れて普及し始めたといわれています。明治４２年には、南信日日新聞社（現　長野日報社）が主催者となり、第１回諏訪湖一周競技会が開催されました。これは、上諏訪中浜沖を起点とし下諏訪・湊・豊田を回ってゴールにかえる約13,000mのレースでした。優勝した小口卓襄さん（当時　諏訪中学２年生）は、数万の観衆の歓呼を浴び、新聞で賞賛されるなど正に英雄であったそうです。この大会は、大正５年まで開催されました。また、全日本スピードスケート選手権大会が、大正１４年、１５年（昭和元年）、昭和２年と続いて諏訪湖で開催され、大日本氷上競技連盟主催の選手権大会が昭和３年、日本スケート会主催の競技会が昭和４年に諏訪湖で開催されました。しかし、昭和１２年の全日本氷上選手権が諏訪湖を会場とする最後の大会となり、以後の全国大会々場は蓼ノ海となりました。
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　　　このように、競技スケート大会が盛んに行われるとともに、この地域

では冬のスポーツとして一般の人々にもスケートが定着し、スケートを

目的とする観光客も訪れるようなります。明治末期から諏訪湖は一躍

スケートのメッカとして全国からの注目を集めることとなりました。現在

は、完備された人工のスケートリンクが諏訪湖周辺にできたこと、諏訪

湖の結氷が不安定で氷の厚さがスケートに耐えられないことなどから、

昭和５９年以降は、スケートリンクは作られていません。諏訪湖でのス
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ケート風景は失われましたが、小学校の授業にスケートが取り入れら

るれなど、この地域のスケート熱は今もって衰えていません。（Ａ）、（Ｂ）、（Ｄ）
※アルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は、章末に列記してあります。

■水　泳
諏訪湖では漁労などで水泳は日常のこととして行われていたと思われます。諏訪湖で水泳が体育運動として始まったのは、明治４５年（大正元年）に旧制諏訪中学遊泳氷滑部が鶴遊館沖に飛び込み台を作り、夏休みに水泳講習会を開いた時からです。翌大正２年からは、諏訪湖横断遠泳を鶴遊館沖から天竜釜口までの間で始めました。大正６年には、諏訪湖横断遠泳が水泳講習のしめくくりの全校行事となりました。このころの水泳は、古来の水練に類する遊泳であったそうです。その後、諏訪湖横断遠泳は、大正１４年に競泳となり小坂観音沖から鶴遊館に向か
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　うレースで、戦後まで続くことになります。

　　　水泳は、水質の悪化により昭和３３年に禁止され、昭和５７年に２４年ぶりに諏訪湖水泳大会が開催されましたが、定着はしませんでした。最近の諏訪湖の水質改善により、平成１２、１３年に、諏訪環境まちづくり懇談会主催で「およごう諏訪湖2000・2001」として、海の日に諏訪市湖畔公園から初島までの水泳大会が催されました。日常的に水泳が諏訪湖で行われるようになり、水泳客でにぎわう諏訪湖畔の風景が見られるようになる時が、真に諏訪湖の復活の日となるのではないでしょうか。（Ａ）
■ボート競技
第２１回下諏訪レガッタ（下諏訪町、下諏訪体育協会、長野県ボート協会主催）は、１０月１３日に下諏訪漕艇場で、県内外から７６クルーが出漕してレースが行われました。この大会は、昭和５３年の「やまびこ国体」のボート競技が、下諏訪町で開催されたことをきっかけとして昭和５６年から開かれています。

明治３４年４月、上諏訪町島崎の前田貞氏が購入したボート２隻を

旧制諏訪中学校が借用し、その年の６月２４日に第１回端艇（ボート）

大会が開かれ、諏訪湖のボート競技の第１歩を踏み出しました。そして、

翌明治３５年夏に琵琶湖で行われた武徳会の大会に７名の選手を派遣

したのが、長野県における対外試合の最初でした。第２次世界大戦前、

大正、昭和とボート競技は旧制諏訪中学校の独断場で、遊漕していま

した。戦後は、諏訪清陵高校、阿南高校、岡谷南高校の３校での競漕の

時代となっています。そして、昭和２７年には長野県ボート協会が設立さ

れました。

一般では、諏訪清陵高校ボート部のOBが社会人第１号として諏訪漕

陵会を結成し、国体へも出場し活躍しています。このような背景のもとに、現在は多くの人々にボート競技（レガッタ）は愛され親しまれています。（Ｃ）、（Ｄ）
このほか、諏訪湖では昭和５３年の“やまびこ国体”の時にヨットハーバーが整備されたこともあり、その後、ヨット、モーターボート、ウインドサーフィンなどのスポーツが盛んに行われています。また、ジョギングロードを備えた諏訪湖畔の道路が整備され、平成元年から長野日報社主催による「諏訪湖マラソン大会」が、平成４年から諏訪湖走友会主催による「さざなみ駅伝」が行われるなど、諏訪湖周辺では、各種のスポーツがにぎやかに行われています。




■「諏訪湖の漁業」、「諏訪湖のスポーツ」の参考文献

Ａ：諏訪近現代史　昭和６１年７月：諏訪教育会発行

　　　　　内容：諏訪地域の明治・大正・昭和史　 保管場所：諏訪地域の各市町村図書館、諏訪教育博物館
Ｂ：諏訪湖「治水の歴史」　平成１０年３月：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　内容：諏訪湖の治水・浄化及び湖岸環境事業の記録とともに諏訪湖の概要、歴史上の説話を紹介

　　　　　保管場所：長野県諏訪建設事務所建設課、諏訪地域の各市町村図書館、小中学校、

Ｃ：漕艇三十年　昭和５９年１２月：長野県漕艇協会編集員会発行

　　　　　内容：諏訪地域のボート競技の歴史と協会のあゆみ

　　保管場所：長野県諏訪建設事務所所長室、諏訪地域の各市町村図書館

Ｄ：「清陵８０年史」　昭和５６年１１月：長野県諏訪清陵高等学校同窓会発行

　　内容：旧制諏訪中学校からの諏訪清陵高校史　保管場所：諏訪地域の各市町村図書館
諏訪湖での水泳風景





　河西勇氏（長野県ボート協会顧問：元会長）にボートの歴史の話をうかがった時に、


「昭和２４年から諏訪清陵高校でボートを漕いでいたころは、諏訪湖はきれいで、湊の一番深いところは、４ｍ位透明度があった。そこの水は飲んでも大丈夫だったし、ミミズで石垣のウナギを釣って食べもしたな。」と懐かしく話されていました。


当時の思い出を随筆の中で「昭和二十四年　春まだ浅き四月　朝靄の立ち込める静かな湖面に、パッシバッシとオールの音が響く　朝５時早朝の練習である。また放課後の重いオールを水から抜く、汗一杯の全身をぐんと後ろに倒す。既に諏訪湖は暮れ、山並みは黒く沈み、岸辺の人家の灯が煌く、見上げる大空だけが茜色に明るい。一瞬の静寂すべてが止まる。舟底に当たる漣波だけがヒタヒタと生吹を伝える。力いっぱいの躍動から瞑想の世界へ“無我”唯あるのは悠々たる自然。」と書かれています。
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諏訪湖でのスケート風景
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